
端午の節句は、病気や災難が起こらないように願う行事で、 

奈良時代から続く伝統行事です。男の子の節句になったのは、 

鎌倉時代からとされています。 
 

★代表的な食べ物★ 

ちまき 

もち米やうるち米を茅（ちがや）の葉で巻いたこと

から「茅巻き（ちまき）」と呼ばれ、厄除けの願いを

込めて食べられるようになった。 

笹の防腐・殺菌作用にちなんで、子どもの健康を

願う目的という説もある。 

かしわもち 

上新粉の餅にあんを詰め、柏の葉で包んだ 

和菓子。柏の葉は、新芽が成長するのを待って、 

冬の間も古い葉が落ちないことから、子孫繁栄を

願う縁起のよい食べ物とされている。 

※園では、行事食のおやつとして、子どもの日の近い日に、かしわもち風の 

おやつを提供しています     
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★かしわ餅風★ 


